
ア
ニ
メ
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
期
待

　

優
れ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
に
は
人
を
動
か
す
力
が

あ
る
。
マ
ン
ガ
や
ア
ニ
メ
に
感
化
さ
れ
て
ス

ポ
ー
ツ
を
始
め
た
人
や
、
好
き
な
ア
ニ
メ
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
を
買
っ
た
こ
と
が
あ
る

人
は
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。
最
近
で
は
ア
ニ
メ

聖
地
巡
礼
が
社
会
現
象
と
な
っ
て
い
る
。
現
実

の
空
間
を
人
が
移
動
す
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、

コ
ン
テ
ン
ツ
が
文
字
通
り
の
「
人
を
動
か
す

力
」
を
発
揮
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

ア
ニ
メ
作
品
に
ゆ
か
り
の
場
所
（
舞
台
の
モ

デ
ル
、
作
者
の
出
身
地
な
ど
）
を
訪
れ
る
行
為

を
「
ア
ニ
メ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
呼
ぶ
。
観
光
行

動
の
類
型
の
一
つ
で
あ
り
、
「
ア
ニ
メ
聖
地
巡

礼
」
よ
り
も
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
言
葉
で
あ
る
。

ま
た
、
「
ア
ニ
メ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
よ
り
も
広
い

概
念
と
し
て
「
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

が
あ
り
、
「
コ
ン
テ
ン
ツ
」
に
は
、
ア
ニ
メ
に

加
え
て
、
マ
ン
ガ
、
映
画
、
ド
ラ
マ
、
小
説
、

ゲ
ー
ム
、
楽
曲
な
ど
も
含
ま
れ
る
。

　

コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
着
目
し
た
先

駆
的
な
報
告
書
に
よ
る
と
、
「
コ
ン
テ
ン
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
根
幹
」
は
「
地
域
に
『
コ
ン
テ

ン
ツ
を
通
し
て
醸
成
さ
れ
た
地
域
固
有
の
雰

囲
気
・
イ
メ
ー
ジ
』
と
し
て
の
『
物

語
性
』
『
テ
ー
マ
性
』
を
付
加
し
、

そ
の
物
語
性
を
観
光
資
源
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
」
（
国
土
交
通
省
ほ
か

［
２
０
０
５
］
）
に
あ
る
と
い
う
。

知
財
活
用
、
観
光
立
国
、
地
域
再
生
と

い
っ
た
政
策
的
な
動
き
の
中
で
、
地
域

の
価
値
を
高
め
、
観
光
資
源
と
し
て
人

を
集
め
る
力
を
持
つ
「
コ
ン
テ
ン
ツ
」

が
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。

　

筆
者
は
昨
年
、ア
ニ
メ
ツ
ー
リ
ズ
ム
研

究
に
先
鞭
を
つ
け
た
山
村
高
淑
氏
（
北

海
道
大
学
観
光
学
高
等
研
究
セ
ン
タ
ー

教
授
）
ら
と
共
著
で
研
究
成
果
を
ま
と

め
た
（
大
谷
ほ
か
［
２
０
１
８
］）。本

稿
で
は
、
そ
の
内
容
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
ア
ニ
メ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
地
域
振
興

に
つ
な
げ
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
い
く

つ
か
指
摘
し
た
い
。

コ
ン
テ
ン
ツ
製
作
者
・
地
域
社
会
・ア
ニ
メ

フ
ァ
ン
が
つ
く
る
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

　

拙
著
で
は
、
分
析
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー

図１　アニメツーリズムのためのトライアングルモデル　出典：大谷ほか［2018］より引用
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ク
と
し
て
、
山
村
氏
に
よ
る
「
ア
ニ
メ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
た
め
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
モ
デ
ル
」
を

用
い
た
。
ア
ニ
メ
コ
ン
テ
ン
ツ
の
製
作
者
（
製

作
委
員
会
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
制
作
会
社
、

原
作
者
な
ど
）
、
作
品
の
フ
ァ
ン
、
作
品
の

舞
台
の
モ
デ
ル
と
し
て
フ
ァ
ン
を
受
け
入
れ
る

地
域
社
会
、
こ
の
三
者
の
関
係
性
に
着
目
し
て

ア
ニ
メ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
と
ら
え
る
モ
デ
ル
で
あ

る
（
図
１
）
。
山
村
氏
は
、
三
者
が
コ
ン
テ
ン

ツ
に
対
す
る
「
敬
愛
」
を
持
っ
て
良
好
な
関
係

（
き
れ
い
な
三
角
形
）
を
築
く
こ
と
が
、
ア
ニ

メ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
展
開
す
る
上
で
重
要
だ
と
指

摘
し
て
い
る
（
山
村
［
２
０
１
１
］
）
。

　

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
モ
デ
ル
で
は
、
観
光
地
と

旅
行
者
（
い
わ
ゆ
る
ホ
ス
ト
と
ゲ
ス
ト
）
だ
け

で
な
く
、
コ
ン
テ
ン
ツ
製
作
者
を
重
要
な
存
在

と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
よ
い
作
品
が
生
ま

れ
な
い
限
り
ア
ニ
メ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
生
じ
な
い

か
ら
で
あ
る
。
簡
単
に
い
え
ば
、
①
質
の
高
い

ア
ニ
メ
作
品
が
生
み
出
さ
れ
る
、
②
マ
ナ
ー

の
良
い
フ
ァ
ン
が
作
品
の
舞
台
（
の
モ
デ
ル
）

と
な
っ
た
地
域
を
探
訪
す
る
、
③
地
域
社
会
が

有
形
無
形
の
魅
力
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
精
神
を

も
っ
て
フ
ァ
ン
を
迎
え
入
れ
る
。
こ
う
し
た
流

れ
が
生
じ
れ
ば
、
ア
ニ
メ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
成
功

に
近
づ
く
。
こ
の
場
合
の
「
成
功
」
と
は
、
作

品
に
対
す
る
評
価
、
フ
ァ
ン
の
満
足
度
、
地
域

に
対
す
る
評
価
の
す
べ
て
が
向
上
す
る
状
態
を

指
す
。
拙
著
に
「
コ
ン
テ
ン
ツ
製
作
者
・
地
域

社
会
・
フ
ァ
ン
の
三
方
良
し
を
か
な
え
る
ア
ニ

メ
聖
地
巡
礼
」
と
い
う
副
題
を
つ
け
た
の
は
そ

の
点
を
重
視
し
た
た
め
で
あ
る
。

現
実
と
物
語
の
往
還
運
動

　

本
号
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
埼
玉
県
秩
父
市

は
人
気
ア
ニ
メ
『
あ
の
日
見
た
花
の
名
前
を
僕

達
は
ま
だ
知
ら
な
い
。
』
（
『
あ
の
花
』
）
の

舞
台
の
モ
デ
ル
で
あ
る
。
『
あ
の
花
』
で
は
、

ス
ト
ー
リ
ー
終
盤
の
重
要
な
場
面
で
「
龍り

ゅ
う
せ
い勢

」

が
登
場
す
る
。
「
龍
勢
」
と
は
、
木
製
の
火
薬

筒
を
付
け
た
長
い
竹
竿
（
通
称
「
農
民
ロ
ケ
ッ

ト
」
）
を
発
射
櫓
か
ら
打
ち
上
げ
る
秩
父
市
吉

田
地
区
の
伝
統
文
化
で
あ
る
（
図
２
）
。
「
ロ

ケ
ッ
ト
」
が
空
に
舞
い
上
が
る
様
子
が
龍
を
連

想
さ
せ
る
こ
と
か
ら
「
龍
勢
」
と
称
さ
れ
る
。

２
０
１
８
年
に
は
、
「
秩
父
吉
田
の
龍
勢
」
と

し
て
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。

　

毎
年
10
月
第
２
日
曜
日
に
椋む

く

神
社
（
秩
父

市
下
吉
田
）
の
例
大
祭
で
神
賑
行
事
「
龍
勢

祭
」
が
開
催
さ
れ
る
。
こ
の
行
事
に
お
い
て

２
０
１
１
年
よ
り
、
『
あ
の
花
』
フ
ァ
ン
の
奉

納
金
（
寄
附
金
）
を
基
に
製
作
す
る
「
あ
の
花

龍
勢
」
が
奉
納
（
打
ち
上
げ
）
さ
れ
て
い
る
。

２
０
１
３
年
に
は
「
あ
の
花
龍
勢
」
の
製
作
や

龍
勢
祭
の
運
営
を
支
援
す
る
た
め
の
組
織
「
龍 図２　龍勢の打ち上げの様子　画像提供：秩父市観光課
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勢
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
」
が
発
足
し
た
。
遠
方
か
ら

秩
父
市
周
辺
に
移
住
し
、
「
龍
勢
サ
ポ
ー
タ
ー

ズ
」
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
る
熱
心

な
『
あ
の
花
』
フ
ァ
ン
も
い
る
。
『
あ
の
花
』

フ
ァ
ン
に
と
っ
て
龍
勢
祭
は
重
要
な
行
事
と

な
っ
て
い
る
。

　

最
近
で
は
、
龍
勢
祭
の
誘
客
ポ
ス
タ
ー
に

『
あ
の
花
』
の
描
き
下
ろ
し
イ
ラ
ス
ト
が
使
わ

れ
て
い
る
（
図
３
）
。
「
龍
勢
」
を
モ
デ
ル

と
す
る
花
火
（
ロ
ケ
ッ
ト
）
が
『
あ
の
花
』
に

登
場
し
、
『
あ
の
花
』
に
感
動
し
た
フ
ァ
ン
が

「
あ
の
花
龍
勢
」
を
実
現
さ
せ
る
。
さ
ら
に
、

龍
勢
祭
の
ポ
ス
タ
ー
に
『
あ
の
花
』
が
使
わ
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
す
ぐ
れ
た
地
域
資
源
と
質

の
高
い
作
品
は
、
地
域
を
舞
台
に
、
現
実
と
物

語
と
の
間
で
往
還
運
動
を
生
み
出
す
。
つ
ま

り
、
現
実
が
物
語
を
生
み
、
物
語
が
現
実
に
影

響
を
与
え
、
さ
ら
に
現
実
が
…
と
い
う
動
き
で

あ
る
。
こ
の
動

き
の
原
因
で
あ

り
、
結
果
で
も

あ
る
の
が
、
ア

ニ
メ
コ
ン
テ
ン

ツ
を
核
と
し

て
、
コ
ン
テ
ン

ツ
製
作
者
、

フ
ァ
ン
、
地
域

社
会
の
三
者
が

創
り
あ
げ
る

「
ト
ラ
イ
ア
ン

グ
ル
」
で
あ

る
。

コ
ン
テ
ン
ツ
の
先
の
展
開

　

作
品
に
心
を
動
か
さ
れ
た
フ
ァ
ン
は
、
コ
ン

テ
ン
ツ
を
視
聴
す
る
だ
け
で
は
飽
き
足
ら
ず
、

作
品
の
舞
台
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
場
所
に
ま
で

足
を
運
ぶ
。
ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
の
観
光
目
的
は
、

現
実
世
界
に
お
い
て
何
ら
か
の
方
法
で
ア
ニ
メ

作
品
を
体
感
す
る
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
、
そ

れ
だ
け
で
は
「
フ
ァ
ン
が
通
い
続
け
る
理
由
」

と
し
て
は
弱
い
。

　

拙
著
で
取
り
上
げ
た
三
つ
の
事
例
（
『
ら
き

☆
す
た
』
の
舞
台
の
モ
デ
ル
で
あ
る
埼
玉
県
久

喜
市
鷲
宮
、
『
あ
の
花
』
の
舞
台
の
モ
デ
ル
で

あ
る
埼
玉
県
秩
父
市
、
『
ガ
ー
ル
ズ
＆
パ
ン

ツ
ァ
ー
』
の
舞
台
の
モ
デ
ル
で
あ
る
茨
城
県
大

洗
町
）
で
は
、
当
初
は
作
品
の
フ
ァ
ン
と
し
て

来
訪
し
た
者
が
、
結
果
的
に
町
の
フ
ァ
ン
、
住

民
の
フ
ァ
ン
に
も
な
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
く

み
ら
れ
る
。
大
洗
町
で
は
こ
れ
ま
で
に
約
百
人

の
『
ガ
ル
パ
ン
』
フ
ァ
ン
が
移
住
し
た
と
い
わ

れ
て
い
る
。

　

作
品
の
舞
台
地
で
は
、
ア
ニ
メ
コ
ン
テ
ン
ツ

を
き
っ
か
け
と
し
て
、
年
齢
、
性
別
、
居
住

地
、
職
業
、
そ
し
て
時
に
国
籍
や
言
語
の
垣

根
を
越
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ

る
。
そ
こ
で
交
わ
さ
れ
る
の
は
、
あ
り
ふ
れ
た

会
話
や
や
り
と
り
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

フ
ァ
ン
と
地
域
住
民
、
あ
る
い
は
フ
ァ
ン
同
士

の
交
流
は
想
像
以
上
に
大
き
な
価
値
を
生
み
出

す
。
ア
ニ
メ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
持
続
さ
せ
る
の
は

こ
う
し
た
交
流
に
よ
る
「
引
力
」
で
あ
る
。
そ

こ
に
コ
ン
テ
ン
ツ
製
作
者
の
サ
ポ
ー
ト
（
イ
ベ

ン
ト
協
力
な
ど
）
が
加
わ
れ
ば
、
フ
ァ
ン
は
現

実
世
界
に
お
い
て
「
コ
ン
テ
ン
ツ
の
先
」
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
。
作
品
を
き
っ
か
け
に
リ

ア
ル
な
世
界
で
の
楽
し
み
が
生
ま
れ
る
と
、
作

品
の
人
気
の
持
続
や
フ
ァ
ン
の
来
訪
の
リ
ピ
ー

ト
化
と
い
っ
た
か
た
ち
で
、
コ
ン
テ
ン
ツ
製
作

者
や
地
域
社
会
に
と
っ
て
も
好
ま
し
い
影
響
を

も
た
ら
す
。

ア
ニ
メ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
お
い
て
地
域
が
果
た
す
役
割

　

２
０
１
９
年
７
月
、
京
都
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

（
京
ア
ニ
）
の
ス
タ
ジ
オ
に
お
い
て
放
火
に
よ

る
火
災
が
発
生
し
、
多
数
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が

死
傷
す
る
と
い
う
非
常
に
痛
ま
し
い
事
件
が
発

生
し
た
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
は

本
稿
の
趣
旨
か
ら
外
れ
る
が
、
あ
え
て
触
れ
て

お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
京
ア
ニ
は
、
『
涼

図３　2016年の龍勢祭のポスター
ⓒANOHANA PROJECT
画像提供：秩父アニメツーリズム実行委員会
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宮
ハ
ル
ヒ
の
憂
鬱
』
（
２
０
０
６
年
第
１
期
放

送
）
、
『
ら
き
☆
す
た
』
（
２
０
０
７
年
放

送
）
、
『
け
い
お
ん
！
』
（
２
０
０
９
年
第
１

期
放
送
）
な
ど
の
作
品
制
作
に
よ
っ
て
、
ア
ニ

メ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
ブ
ー
ム
化
す
る
き
っ
か
け
を

つ
く
っ
た
屈
指
の
ア
ニ
メ
制
作
会
社
で
あ
る
。

作
画
の
ク
オ
リ
テ
ィ
に
加
え
て
、
丁
寧
な
ロ
ケ

ハ
ン
に
基
づ
く
舞
台
設
定
に
定
評
が
あ
る
。
京

ア
ニ
は
作
品
制
作
に
お
い
て
地
域
の
魅
力
を
見

出
す
「
眼
力
」
を
持
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、

ヒ
ッ
ト
作
品
を
生
み
出
し
、
ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
を

舞
台
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
場
所
に
引
き
つ
け
る

こ
と
が
で
き
た
。
画
力
と
と
も
に
眼
力
を
備
え

た
ク
リ
エ
イ
タ
ー
を
失
っ
た
こ
と
は
日
本
の
ア

ニ
メ
産
業
に
と
っ
て
大
き
な
損
失
で
あ
る
。

　

視
座
を
変
え
れ
ば
、地
域
に
お
い
て
は
、コ
ン

テ
ン
ツ
の
前
に
、風
物
に
磨
き
を
か
け
る
努
力
が

必
要
で
あ
る
。そ
れ
を
通
じ
て
地
域
の
関
係
者
は

ア
ニ
メ
制
作
や
ア
ニ
メ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
貢
献
す
る

手
が
か
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

住
民
が
長
い
時
間
を
か
け
て
個
性
を
育
ん
だ

地
域
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
製
作
者
に
と
っ
て
も
、

作
品
の
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
も
魅
力
に
あ
ふ
れ
て

い
る
に
違
い
な
い
。
本
号
で
紹
介
さ
れ
て
い
る

秩
父
市
や
倉
吉
市
は
固
有
の
生
活
文
化
（
景

観
、
食
文
化
、
行
事
な
ど
）
を
持
ち
、
観
光
地

と
し
て
も
評
価
が
高
い
（
図
４
）
。
い
ず
れ
の

ま
ち
も
複
数
の
作
品
の
舞
台
の
モ
デ
ル
と
な
っ

て
い
る
が
、
そ
の
一
因
は
現
実
の
地
域
の
魅
力

に
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
ア
ニ
メ
コ
ン
テ
ン
ツ

は
ま
っ
た
く
魅
力
の
な
い
地
域
を
人
気
観
光
地

に
変
え
る
魔
法
で
は
な
い
。
自
助
努
力
を
続
け

る
地
域
に
良
い
め
ぐ
り
合
わ
せ
を
も
た
ら
す
存

在
な
の
で
あ
る
。

　

地
域
側
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
力
を
過
信
も
過

小
評
価
も
す
べ
き
で
は
な
い
。
も
し
も
コ
ン
テ

ン
ツ
製
作
者
の
眼
に
留
ま
っ
た
な
ら
ば
質
の
高

い
作
品
が
生
ま
れ
る
よ
う
に
協
力
す
る
。
そ
し

て
、
フ
ァ
ン
が
来
た
な
ら
ば
、
無
理
は
せ
ず
、

し
か
し
温
か
く
迎
え
る
。
現
実
の
地
域
の
魅
力

に
感
銘
を
受
け
た
フ
ァ
ン
は
、
作
品
だ
け
で
な

く
、地
域
や
住
民
へ
の
愛
着
も
高
め
る
。こ
の
流

れ
が
逆
転
し
、地
域
活
性
化
狙
い
で
作
品
を
制

作
す
る
と
ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
か
ら（
想
像
以
上
の
）

反
発
を
招
く
た
め
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
と
い
う
問
題
意
識

　

ア
ニ
メ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
同
じ
く
ゼ
ロ
年
代

（
２
０
０
０
～
２
０
０
９
年
）
の
後
半
か
ら
、

「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳

に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
知
財
活
用
、
観
光
立

国
、
地
域
再
生
と
い
っ
た
政
策
的
な
背
景
が
共

通
す
る
た
め
、
時
期
的
に
並
行
し
て
い
る
。

　

一
般
的
に
「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
」
は
大
き
く
二

つ
の
要
素
か
ら
成
る
と
さ
れ
る
。
と
り
あ
え
ず

図４　倉吉市の白壁土蔵の町並み　画像提供：倉吉市

図５　地域ブランド化の模式図　出典：経済産業省［2004］より引用
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こ
こ
で
は
、
地
域
資
源
（
地
場
産
品
、
サ
ー
ビ

ス
な
ど
）
に
付
与
さ
れ
る
ブ
ラ
ン
ド
と
、
地
域

イ
メ
ー
ジ
の
二
つ
に
整
理
し
て
お
く
。
重
要
な

こ
と
は
こ
の
二
つ
の
要
素
は
互
い
に
影
響
を
与

え
合
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
経
済
産
業
省
が

作
成
し
た
資
料
（
図
５
）
で
は
、
地
域
ブ
ラ
ン

ド
化
を
、
（
Ⅰ
）
地
域
発
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

が
（
Ⅱ
）
地
域
イ
メ
ー
ジ
を
強
化
し
、
（
Ⅱ
）

地
域
イ
メ
ー
ジ
が
（
Ⅰ
）
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の

価
値
を
向
上
さ
せ
る
と
い
う
好
循
環
を
生
む
こ

と
で
、
地
域
外
の
資
金
・
人
材
を
呼
び
込
み
、

持
続
的
な
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
と

と
ら
え
て
い
る（
経
済
産
業
省［
２
０
０
４
］）。

　

仮
に
現
実
の
地
域
を
舞
台
の
モ
デ
ル
と
し
て

ア
ニ
メ
作
品
が
制
作
さ
れ
た
と
す
る
。
そ
の
作

品
は
地
域
資
源
の
一
つ
と
し
て
、
地
域
イ
メ
ー

ジ
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
。
ア
ニ
メ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
地
域
振
興
に
つ
な
げ
た
先
駆
的

事
例
で
あ
る
埼
玉
県
久
喜
市
鷲
宮
で
は
、
ア
ニ

メ
『
ら
き
☆
す
た
』
の
放
送
後
、
鷲
宮
神
社
の

初
詣
客
数
が
前
年
の
13
万
人
か
ら
30
万
人
へ
と

急
増
し
た
（
図
６
）
。
増
加
分
の
多
く
が
『
ら

き
☆
す
た
』
フ
ァ
ン
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
と
い
う
視
点
に
立
つ
と
、

ア
ニ
メ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
他
の
地
域
資
源
と
融
合

し
た
り
、
地
域
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
に
つ
な
げ
た

り
し
な
が
ら
、
好
循
環
を
創
る
こ
と
が
重
要
に

な
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
当
初
は
ア
ニ
メ
に
興

味
が
な
か
っ
た
住
民
を
巻
き
込
み
、
地
域
ぐ
る

み
の
動
き
へ
と
つ
な
げ
る
こ
と
が
可
能
に
な

る
。

三
方
良
し
を
目
指
し
て

　

ア
ニ
メ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
地
域
振
興
に
つ
な
げ

る
の
は
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。
近
年
ア
ニ
メ

作
品
の
制
作
本
数
が
増
え
て
い
る
と
は
い
え
、

作
品
の
舞
台
の
モ
デ
ル
に
選
ば
れ
る
地
域
は
ご

く
限
ら
れ
、
そ
の
中
で
ヒ
ッ
ト
す
る
作
品
は
さ

ら
に
限
ら
れ
る
。
ま
た
作
品
の
舞
台
の
モ
デ
ル

に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
地
域
が
コ
ン
テ
ン

ツ
を
思
い
通
り
に
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
し
、

ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
は
客
層
と
し
て
難
し
い
性
格
を

持
つ
。
安
易
な
取
り
組
み
は
か
え
っ
て
地
域
の

評
価
を
下
げ
か
ね
な
い
。

　

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
ア
ニ
メ
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
お
い
て
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
製
作
者
、
作
品
の

フ
ァ
ン
、
地
域
社
会
、
こ
の
三
者
が
揃
っ
て
喜

べ
る
よ
う
な
状
態
を
目
指
す
こ
と
が
何
よ
り
も

重
要
だ
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
「
三
方
良

し
」
を
意
識
し
た
取
り
組
み
が
増
え
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。
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図６　『らき☆すた』のオープニングアニメに登場する鷲宮神社の鳥居（筆者撮影）
注：写真の鳥居は2018年8月に倒壊し、現在も再建されていない。
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